
幸
田
露
伴

『
幽
情
記
』

の
典
拠
考

で
は
じ
め
に

「
幽
情
記
」
(
大
倉
響
信
、
大
8
・
3
)
は
、
幸
出
露
伴
が
大
正
四
年
七

月
か
ら
六
年
七
月
に
か
け
て
、
婦
人
雑
誌
な
ど
に
発
表
し
た
十
三
綴
の
作

品
か
ら
な
る
。
出
処
が
あ
り
、
詩
が
あ
る
中
国
の
女
性
を
中
心
と
す
る
物

語
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。

従
来
の
露
伴
像
は
簡
単
に
言
え
ば
、
明
治
の
理
想
主
義
作
家
で
あ
り
、

大
正
昭
和
期
の
文
学
活
動
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
時

期
の
文
学
活
動
は
現
在
露
伴
研
究
の
中
心
と
一
一
一
一
口
っ
て
良
い
。
治
問
情
記
」

の
出
版
一
ヶ
月
後
に
発
表
さ
れ
た
「
運
命
」
(
「
改
造
」
大

8
・
4
)
が
露

伴
の
文
壇
復
婦
の
契
機
と
な
っ
た
の
に
対
し
て
、
吋
幽
情
記
い
は
当
時
さ

ほ
ど
の
反
響
を
呼
ば
ず
、
中
国
の
「
情
詩
史
」
や
「
軟
文
学
」
の
研
究
と

さ
れ
)
、
文
学
的
価
値
は
殆
ど
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
露
伴
晩
年

の
高
足
で
あ
る
塩
谷
賛
氏
は
「
幽
情
記
〕
が
露
伴
の
文
壇
復
帰
の
第
一
弾

と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
先
行
研
究
を
概
観
す
る
と
、
柳
田
泉
氏
が
「
幽
情
記
」
を
露
伴

の
制
制
作
と
認
め
、
史
伝
に
分
類
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
主
題
を
「
人

事
と
運
命
の
深
秘
、
民
縁
奇
遇
の
不
可
思
議
」
と
し
、
「
運
命
」
の
小
型

王

主室
内

潔

版
と
し
て
扱
う
。
さ
ら
に
昭
和
三
十
年
代
よ
り
は
じ
ま
る
露
伴
を
再
評
価

す
る
動
き
の
中
、
篠
田
一
士
、
瀬
里
広
明
、
登
尾
盟
の
諸
氏
が
、
訪
問
情

記
」
に
、
鎚
伴
の
近
代
性
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
く
。
篠
田
氏
は
文
章
表

現
に
注
目
し
、
大
正
時
代
か
ら
の
文
学
活
動
を
「
自
然
主
義
文
学
か
ら
「
私

小
説
」
に
い
た
る
近
代
日
本
文
学
の
主
潮
に
対
す
る
真
向
か
ら
の
挑
戦
で

あ
る
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
吋
幽
情
記
」
の
詩
的
性
格
を
認
め
、
そ
の
詩

的
世
界
か
ら
「
運
命
の
縁
」
を
読
み
取
っ
て
い
る
。
瀬
盟
広
明
氏
は
露

伴
を
文
明
批
評
家
と
し
て
評
価
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
愛
と
の
関
わ
り
で
、

「
幽
情
記
」
の
中
の
「
共
命
鳥
」
と
「
狂
簿
艶
魂
」
を
男
女
の
愛
の
物
語

と
し
、
そ
の
愛
は
仁
に
達
す
る
も
の
と
主
張
し
て
い
る
。
更
に
登
尾
豊
氏

は
、
「
幽
情
記
」
が
明
治
末
か
ら
大
正
初
期
ま
で
露
伴
の
亡
き
妻
へ
の
思

い
と
再
婚
生
活
へ
の
不
満
を
反
映
す
る
史
伝
だ
と
指
摘
し
、
「
作
者
の
内

認
を
表
わ
す
と
い
う
作
品
の
近
代
性
」
を
強
調
し
て
い
る
。

以
上
の
先
行
論
に
よ
れ
ば
、
「
幽
矯
記
」
は
運
命
を
語
る
作
品
、
ま
た

は
男
女
の
愛
を
語
る
作
品
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

だ
が
、
そ
れ
ら
は
作
品
解
釈
に
基
づ
い
た
評
価
で
は
な
い
。

露
伴
の
「
幽
情
記
引
」
に
よ
れ
ば
、
「
物
語
に
は
皆
出
庭
あ
り
。
五
口

が
作
り
設
け
た
る
は
無
し
」
と
あ
り
、
作
品
中
に
お
い
て
「
明
史
巻

一
百
八
十
五
に
記
す
」
の
よ
う
に
出
処
を
明
記
す
る
場
合
も
あ
る
。
河
時
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代
評
で
研
究
の
類
い
と
見
倣
さ
れ
た
『
幽
情
記
」
を
文
学
作
品
と
し
て
認

定
す
る
際
、
そ
の
出
処
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
有
効
な
方
法
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
出
処
を
特
定
す
れ
ば
、
創
作
す
る
部
分
が
浮
き
彫
り
に
な
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
「
幽
暗
記
」
の
出
処
を
探
る
作
業
は
原
田
親
貞

と
井
波
律
子
の
両
氏
が
行
っ
て
い
る
。
原
信
氏
は
二
回
に
わ
た
っ
て
「
幽

情
記
』
諸
篇
が
依
拠
し
た
中
国
の
吉
典
を
示
し
、
露
伴
の
参
看
し
た
資
料

の
範
囲
は
広
く
、
数
も
多
い
と
指
捕
し
て
い
る
。
井
波
氏
は
中
国
の
筆
記

類
と
の
関
係
に
注
目
し
、
「
玉
主
」
は
「
作
り
か
え
」
の
手
法
が
最
も
顕

著
で
あ
り
、
王
朝
交
替
期
に
生
き
る
人
々
を
描
く
「
楼
船
断
橋
」
「
共
命

鳥
」
「
泥
人
」
「
狂
濡
艶
魂
」
の
四
作
は
「
人
々
の
醜
悪
を
稀
薄
し
て
い
る
」

と
指
描
し
、
原
典
よ
り
イ
メ
ー
ジ
の
よ
い
「
懐
か
し
い
男
と
愛
お
し
い
女

が
繰
り
広
げ
る
繰
砂
と
し
た
清
新
な
物
語
世
界
」
を
作
り
上
げ
た
と
評
価

し
て
い
る
。

し
か
し
、
典
拠
考
に
は
検
討
の
余
地
が
い
ま
だ
多
く
残
っ
て
い
る
。
例

え
ば
、
「
玉
主
」
の
典
拠
に
関
し
て
、
井
波
氏
の
吾
一
口
う
「
万
麿
野
獲
一
端
」
(
妓

女
・
鶴
瓶
肇
)
よ
り
も
、
原
田
氏
の
指
摘
し
た
、
明
の
詩
人
の
徐
矧
の
「
玉

主
行
F
引
」
の
ほ
う
が
内
容
も
文
章
表
現
も
近
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

井
波
氏
が
比
較
に
使
う
資
料
は
適
切
で
は
な
い
。
一
方
、
原
田
氏
の
示
し

た
テ
キ
ス
ト
、
特
に
詩
に
関
し
て
は
、
概
ね
吋
鉄
崖
先
生
古
楽
府
〕
と
い
っ

た
よ
う
な
詩
人
の
個
人
詩
集
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
儲
情
記
」
の

本
文
と
相
違
す
る
場
合
が
あ
り
、
原
田
氏
も
露
伴
が
「
ど
の
テ
キ
ス
ト
に

拠
っ
た
か
は
未
確
認
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
一
筋
の
詩
が
様
々
な
審

物
に
収
録
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
露
伴
が
必
ず
し
も
直
接
詩
人
の
個

人
詩
集
を
読
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
い
事
を
考
臆
す
る
必
要
が
あ
る
。
言

い
換
え
れ
ば
、
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
よ
う
な
審
物
よ
り
「
幽
情
記
い
の
材
料

を
得
た
可
能
性
が
あ
る
。
本
稿
は
原
田
氏
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、

が
拠
り
所
に
し
た
書
物
を
探
求
し
た
い
。

露
伴

二
、
「
情
史
」

誌
の
あ
る
物
語
の
類
、
つ
ま
り
詩
話
や
筆
記
小
説
等
に
お
い
て
調
査
を

ひ
ょ
う
ぼ
う
り
ゅ
う

行
い
、
「
幽
情
記
』
の
典
拠
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
先
ず
明
・
鴻
夢
龍
編
「
情

史
」
の
「
陸
務
観
」
は
、
「
幽
情
記
」
の
中
の
「
幽
夢
」
と
類
似
性
が
高

く
、
「
幽
情
記
」
の
題
材
を
多
く
含
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
設
問
史
」

に
お
け
る
『
幽
情
記
」
各
篇
の
物
語
と
類
似
す
る
箇
所
を
示
す
と
、
左
の

表
1
の
通
り
で
あ
る
。

(表
1
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十 九 七
記すを作品名

夢抵当
金i鏡褐 碧梧紅葉

泥人 傾倒

t幽記書

の

!番l頃

情巷詰情

巻

巷情感類八

巻

史

重器類 お

場索
E時白員 李帥師

lす

観陸務 祐子
類似物す語るる

紅捕妓

長沙義妓 の

所在

吋
情
史
」
は
明
代
後
期
の
鴻
夢
龍
(
一
五
七
隈
i
一
六
回
六
年
)
の
編

纂
と
さ
れ
て
い
る
文
誌
の
筆
記
小
説
集
で
あ
る
。
判
情
史
類
略
」
「
情
一
大
宝



鑑
」
と
も
称
さ
れ
る
。
男
女
の
情
事
を
情
良
、
情
縁
、
情
私
な
ど
二
十
四

類
に
分
類
し
て
記
し
た
欝
物
で
あ
る
。
一
一
織
の
作
品
の
最
後
に
、
編
者
に

よ
る
評
論
、
類
話
、
考
証
も
あ
る
。
「
幽
情
記
」
は
、
男
女
を
記
す
内
容

と
い
い
、
鍛
記
体
の
体
裁
と
い
い
、

「情
史
」
と
似
て
い
る
の
で
あ
る
。

「情
史
い
の
日
本
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て
、
徳
田
武
氏
は
、

吋情
史
」

は
都
賀
庭
鏑
・
上
田
秋
成
等
の
江
戸
中
期
の
人
々
に
は
盛
ん
に
読
ま
れ
て

お
り
、
さ
ら
に
遡
っ
て
貞
享
頃
に
も
混
同
史
〕
が
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
た

と
述
べ
て
い
る
。
江
戸
期
に
既
に
「
情
史
い
が
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。斉

藤
希
史
氏
は
、
明
治
初
年
「
情
史
」
か
ら
お
も
だ
っ
た
話
を
抜
粋
し

て
、
さ
ら
に
一
返
り
点
と
送
り
仮
名
を
付
し
て
出
版
さ
れ
た
漢
文
短
編
小
説

集
「
情
史
抄
い
が
広
く
読
ま
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
森
鴎
外
の
自
伝
的

要
紫
の
濃
い
「
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
」
(
「昂
」
第
七
号
、
明
治
問

O
年

九
月
)
の
中
に
中
国
の
明
小
説
へ
の
一
言
及
が
あ
り
、

「情
史
」
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
鴎
外
文
庫
」
に
収
め
ら
れ

た
「
情
史
」
に
は
、
国
点
、
傍
点
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
、
鴎
外
に
よ
る
識
聞

き
込
み
が
散
見
さ
れ
る
と
い
う
。
以
上
の
通
り
、

「情
史
」
は
江
戸
期
か

ら
明
治
ま
で
広
く
受
容
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
露
伴
も
そ

れ
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。

次
に

「幽
情
記
』
の
「
幽
夢
」
と
「
情
史
」
巻
十
四
情
仇
類
「
陸
務
観
」

と
を
比
較
し
、
両
者
の
類
似
性
を
検
証
す
る
。
比
較
の
作
業
は
語
句
と
内

容
と
二
つ
の
面
か
ら
行
う
。
語
句
の
面
は
詩
の
語
句
、
固
有
名
詞
、
数
字

等
に
注
目
し
て
比
較
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
露
伴
が
典
拠
と
し
て
山
引
用
す

る
場
合
、
踏
襲
す
る
は
ず
の
箇
所
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
露
伴
は
一
錦

の
中
に
詩
と
そ
の
逸
事
を
幾
つ
も
並
べ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
詩
と
逸
事

の
内
容
と
配
列
の
順
序
か
ら
出
山
円
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
で
き
る
。
な

お
、
「
情
史
」
と
の
比
較
だ
け
で
は
「
幽
夢
」
と
相
似
す
る
程
度
を
測
定

し
難
い
の
で
、
そ
れ
を
よ
り
明
瞭
に
表
示
す
る
た
め
に
、
原
田
氏
の
前
掲

論
文
「
中
国
文
学
と
宇
田
路
伴
(
二

)i
l主
と
し
て
『
幽
情
記
」
を
め

ぐ
っ
て
」
に
指
・
揃
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
対
照
と
し
て
導
入
す
る
。
以
上
は

比
較
作
業
の
方
法
で
あ
る
。
ま
ず
諮
問
句
レ
ベ
ル
で
比
べ
て
み
る
。
「
幽
夢
」

に
陸
瀞
の
市
内
跡
寺
の
誌
が
欝
き
下
し
て
引
用
し
て
あ
る
。
原
田
氏
の
挙
げ

た
「
剣
南
誌
稿
」
、
そ
し
て
「
情
史
」
「
陸
務
観
」
の
テ
キ
ス
ト
を
合
わ
せ

て
並
べ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

落
日
に
城
の
南
鼓
角
哀
し
み
、

沈
閣
も
復
留
の
池
啓一
に
非
ず
。

心
を
傷
ま
し
む
橋
の
下
の
春
の
波
の
線
、

曾
て
見
き
驚
鴻
の
影
を
照
ら
し
来
れ
る
を
。

(
「
幽
夢
」
、
傍
線

i
引
用
者
、
以
下
同
じ
)
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城
上
斜
陽
画
角
哀
、

(
中
略
)

曾
是
驚
鴻
照
レ
影
来
。

『
剣
南
詩
稿
」
巻
三
十
八

落
日
城
南
鼓
角
哀
、

(
中
略
)

曾
見
驚
鴻
照
レ
影
来
。

(「情
史
」
巻
十
四
矯
仇
類
、
「
陸
務
観
」
)



原
田
氏
の
論
考
で
は
、
乙
の
詩
は
「
剣
南
詩
稿
」
巻
三
十
八
所
載
の
も

の
で
あ
る
が
、
起
句
の
「
城
上
斜
陽
画
角
哀
」
と
結
句
の
「
曾
是
驚
鴻
照
レ

影
来
」
の
部
に
つ
い
て
は
、
露
伴
が
「
落
日
に
城
の
南
鼓
角
哀
し
み
」

及
び
「
曾
て
見
き
驚
鴻
の
影
を
照
ら
し
来
れ
る
を
」
と
し
て
お
り
、
露
伴

の
引
用
は
陸
携
の
詩
集
と
違
う
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
異
同
の
健
所
に

つ
い
て
、
吋
情
史
」
「
睦
務
観
」
の
方
は
、
「
幽
夢
」
と
一
致
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
ま
た
、
も
う
一
首
の
壊
壁
断
雲
の
詩
を
見
て
み
よ
う
。

回年
向来
すの

俗

語創
に消

徐
ーし
姓誌
のし
香

(「
・幽
夢
」
)

回年
向来

zlzl 
-消
姓除
香謹

門
知
南
詩
稿
」
巻
二
十
五

回年
向来
、議fl1山
禽:念1

一一消
位 i徐
香翠

(
吋
情
史
」
巻
十
四
情
仇
類
、
「
陸
務
観
」
)

原
田
氏
の
論
考
で
は
、
こ
の
詩
は
吋
剣
南
詩
稿
」
巻
二
十
五
所
載
の
も

の
で
、
「
年
来
割
創
」
及
び
「
制
緩
一
一
妊
香
」
を
露
伴
は
「
年
来
倒
創
」

及
び
「
端
組
一
一
位
香
」
と
し
て
い
る
と
、
吋
剣
南
詩
稿
」
と
「
幽
夢
」
の

異
問
問
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
見
て
の
通
り
、
「
幽
夢
」
の
本
文
は

『
情
史
」
「
陸
務
観
」
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
、
語
句
レ
ベ
ル
で
検
証
し
て
き
た
。
次
に
内
容
の
而
か
ら
『
情
史
」

と
「
幽
夢
」
と
の
関
係
を
検
証
す
る
。
表
2
は
「
幽
夢
」
の
内
容
を
箇
条

書
さ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
3
は
「
情
史
」
巻
十
四
情
仇
瓶
、
「
陸
務

観
」
の
内
容
で
あ
る
。

(表
2

① ③ ⑦ ① ① ① ① ① ① 

型i可
妾

枕菊
姑悪鳥

沈圏
壁壊雲断

過去

陸宮唐氏と告

滋陸の

壁題
の 。〉 の

字 山詰守岳 の

夢子見をく了

JI丑じヨハ {云
。〉 。〉

イ説詩と云
の

銘 詩。 詩 。コ

女ぺ日;';¥ 

生査子
跡三爵てf唱

逸話

て
作 。コ

鳳頭銀。〉 つ 一言す
言司 た

の
主主 5司
σ〉
詩
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(表
3
)

① 

陸
務
翻

陸
務
蹴
溺
初
安
↑
一
唐
氏
一
、
於
一
共
母
夫
人
…
為
一
姑
佳
一
。
杭
俄
相
得
、
而
弗
レ

獲
一
於
姑
、
図
出
レ
之
。
庸
改
適
一
-
同
郡
京
子
一
。
箆
春
日
出
遊
、
相
一
一
s

過

子
爵
跡
寺
南
之
沈
託
協
一
。
蔚
以
諮
一
京
子
↓
、
選
↓
致
悩
殺
¥
態
様
然
久
レ

之
。
為
賦
一
一
叙
頭
鳳
】
、
題
一
一関
壁
一
一
広
、
紅
麻
子
、
黄
藤
一
曲
、
満
城
春
色
宮



踏
榔
。
東
風
慈
、
散
犠
薄
。
一
懐
愁
緒
、
幾
年
離
索
。
錯
錯
銭
。
春
郎
レ
盤
、

人
空
趨
、
浪
痕
紅
混
鮫
'
料
透
。
桃
花
落
、
開
池
関
一
。
山
盟
雌
レ
在
、
錦
番

難
レ
託
。
英
英
英
。
榔
間
見
而
和
レ
之
、
有
二
世
情
簿
、
人
情
惑
之
句
↓
。
未
レ
畿
、

快
快
而
卒
。
関
者
為
レ
之
慎
然
。
放
翁
自
輿
レ
騎
避
遁
一
、
終
不
レ
能
レ
忘
レ
情
。

①
一
毎
レ
過
二
沈
圏
一
、
必
登
レ
寺
銚
盟
、
有
絶
句
一
云
、
落
日
城
南
鼓
角
哀
、
沈

一
国
非
一
一
復
蕗
地
翠
一
。
協
レ
心
構
下
春
波
線
、
曾
見
驚
鴻
照
レ
影
来
。
及
~
一
唐

①
一
死
一
、
沈
顕
亦
三
易
レ
主
央
。
放
翁
懐
然
有
レ
懐
、
後
有
レ
詩
一
去
、
楓
葉
初

一
丹
機
葉
黄
、
持
協
愁
脅
枝
新
箱
『
。
林
事
感
レ
蕗
空
回
レ
首
、
泉
路
恐
レ
誰

一
説
レ
断
レ
勝
。
酬
明
壁
酵
題
臨
漠
漠
、
額
一
饗
幽
夢
事
記
託
。
年
来
俗
念
消
除
器
、

①
一
路
向
蒲
議
一
一
位
番
。
嗣
後
夢
一
一
a

瀞
沈
氏
留
一
、
又
作
一
一
二
絶
一
云
、
路
程
一

一
城
高
一
日
伯
レ
行
、
沈
家
関
誕
吏
協
レ
情
。
香
穿
一
客
袖
一
梅
花
在
、
緑
額
一

一
寺
橋
一
審
水
生
。
城
南
小
関
又
逢
レ
春
、
只
見
一
一
梅
花
一
不
レ
見
レ
人
。
玉
骨

久
成
司
一
泉
下
土
一
、
墨
痕
猶
鎖
一
壁
間
陸
-
一
。

又
陸
放
翁
之
レ
弱
、
指
一
一
一
騨
中
二
見
レ
題
レ
壁
云
、
玉
培
熔
蜂
綿
一
一
清
夜
一
、

金
井
梧
桐
縦
一
故
枝
一
。
一
枕
譲
涼
眠
不
レ
得
、
呼
レ
躍
起
作
ニ
感
レ
秋
詩
一
。

放
翁
鈎
レ
之
、
別
騨
卒
女
也
、
遂
納
為
レ
妾
。
方
齢
一
半
戦
一
、
夫
人
逐
レ
之
、

妾
賦
一
一
ト
算
子
一
云
、
只
知
一
一
躍
上
v
愁
、
不
レ
識
一
一
愁
来
路
一
。
歯
外
有
一
一
芭
蕉
¥

陣
陣
黄
昏
雨
。
瞬
起
理
一
一
磯
散
一
、
粧
品
頓
教
一
一
愁
去
一
。
不
レ
合
レ
壁
一
春
山
一
、

故
レ
蕗
留
レ
愁
住
。
夫
出
-
二
愛
妻
得
一
二
炉
妻
一
、
母
夫
人
之
抱
一
放
翁
一

計
者
誤
突
。
然
愛
妻
見
レ
逐
一
二
於
母
一
、
愛
妾
鑓
見
レ
逐
一
一
於
妻
一
、
何
放
翁

之
多
一
一
不
幸

e

也。

① 

(
「
情
史
」
巻
十
四
情
仇
類
、
「
陸
務
観
」

原
田
氏
は
「
幽
夢
」
が
主
人
公
陸
滋
の
詩
集
「
剣
南
詩
稿
』
「
清
南
文
集
」

及
び
吋
一
一
副
綜
」
に
基
づ
い
て
苦
か
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
情

史
い
「
陸
務
観
」
で
は
、
「
幽
夢
」
②
l
①
、
①
(
表
2
に
よ
る
)
の
詩
五

首
は
向
じ
内
容
で
同
じ
順
番
に
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
偶
然
と
は
一
一
一
一
日
い
難
い

ほ
ど
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
設
問
史
」
「
陸
務
観
」
に
⑤
①
の
誌
は
な

い
。
お
そ
ら
く
露
伴
は
最
初
に
「
情
史
」
を
用
い
題
材
を
得
た
が
、
そ
の

後
陸
瀞
の
結
集
を
読
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
発
見
し
、
後
か
ら
①
①
の
詩
を

付
け
足
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
語
句
と
内
容
の
両
方
か
ら
比
較
し
、
原
田
氏
が
指
摘
し
た
テ
キ

ス
ト
よ
り
日
明
史
い
「
陸
務
観
」
の
ほ
う
が
「
幽
夢
」
と
の
類
似
性
が
高

い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
「
幽
夢
」
の
本
文
が
「
剣
南
詩
稿
」
の
テ
キ
ス

ト
と
相
違
す
る
が
、
諮
問
史
〕
「
陸
務
縦
」
と
非
常
に
一
致
し
て
い
る
。
ま

た
「
幽
夢
」
に
あ
る
詩
は
「
剣
南
詩
稿
」
『
清
南
文
集
」
及
び
「
詞
綜
』

に
散
在
し
て
い
る
が
、
「
情
史
」
「
陸
務
観
」
で
は
「
幽
夢
」
と
閉
じ
順
番

で
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
露
伴
が
沼
田
史
竺
陸
務
観
」
に
拠
っ

て
「
臨
夢
」
を
響
い
た
可
能
性
は
高
い
。

さ
ら
に
、
「
情
史
」
に
類
似
の
物
語
が
見
ら
れ
る
「
師
師
」
「
泥
人
」
「
碧

梧
紅
葉
」
「
金
鵠
鏡
」
は
「
幽
夢
」
ほ
ど
一
致
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
「
幽

夢
」
が
「
情
史
」
「
陸
務
観
」
を
拠
り
所
と
し
た
と
す
れ
ば
、
『
情
史
』
か

ら
話
を
得
て
、
さ
ら
に
他
の
資
料
に
あ
た
り
、
こ
の
鵠
作
を
作
っ
た
可
能

性
は
あ
る
。
露
伴
は
「
情
史
」
を
い
わ
ゆ
る
種
本
と
し
て
使
っ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
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一
ニ
、
「
続
本
事
詩
』

第
二
節
で
は
定
問
史
」
と
「
幽
情
記
い
と
を
比
較
し
、
「
情
史
」
は
種

本
で
あ
る
と
推
察
し
た
。
た
だ
し
、
定
問
出
入
』
は
「
幽
情
記
」
す
べ
て
の

物
語
を
含
ん
で
い
な
い
。
残
り
の
作
品
は
露
伴
が
何
を
見
て
取
っ
た
の

か
。
そ
れ
ら
の
作
品
は
主
に
明
末
清
初
の
物
語
で
あ
る
。
「
惰
史
」
は
明

末
の
編
築
物
で
あ
り
、
明
清
交
替
期
の
物
語
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
調

じ

よ

き

ゅ

う

ぞ

く

べ
た
と
こ
ろ
、
「
糊
情
記
」
の
明
末
清
初
の
物
語
は
消
・
徐
銑
編
の
詑
机



は

人

じ

し

本
事
詩
」
と
類
似
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
定
問
史
」
と
「
続
本
事
詩
」

に
お
け
る
「
幽
情
記
」
各
篇
の
物
語
と
類
似
す
る
箆
一
昨
を
示
す
と
、
表
4

の
通
り
で
あ
る
。

(表
4

戸「
3
口
y

コ

ル
i
E
ロバ
f

門
組
問
史
」
、
吋
続
本
事
詩
』
に
お
け
る
類
似
す
る

物
語
の
所
在

11寺物
代語

の

十
一
、
金
鵠
鏡

辺
国
史
同
巻
胆
情
侠
類
、
「
倒
閣
繋
」
、
「
紅
挑
妓
」

~if:l 

十
三
、
幽
夢

「
惰
史
」
巻
十
詔
情
仇
類
、
「
陸
務
観
」

宋

こ
の
よ
う
に
「
情
史
』
「
続
本
事
詩
」
両
方
に
類
似
す
る
「
泥
人
」
以
外
、

他
の
作
品
は
そ
れ
ぞ
れ
「
情
史
」
か
、
「
続
本
事
詩
」
の
い
ず
れ
か
に
所

収
さ
れ
た
話
で
あ
る
。
「
続
本
事
詩
」
と
類
似
す
る
作
品
は
九
作
も
あ
る
。

次
に
、
吋
続
本
事
詩
い
と
『
幽
情
記
」
と
の
関
係
を
考
え
て
み
た
い
。

清
・
徐
鋭
の
吋
続
本
事
詩
』
は
出
版
時
の
表
題
が
吋
本
事
詩
」
で
あ
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
唐
・
孟
柴
編
の
「
本
事
詩
」
と
区
胞
を
つ
け
る
た
め

に
、
現
在
の
通
称
通
り
、
清
・
徐
鋭
の
「
本
事
詩
」
を
「
続
本
事
詩
」
と

呼
称
す
る
。
先
行
す
る
唐
・
孟
柴
の
吋
本
事
詩
」
は
、
詩
が
で
き
る
に
至
っ

た
逸
話
、
い
わ
ゆ
る
〈
事
〉
を
記
す
詩
話
の
体
裁
を
創
始
し
た
。
そ
の
体

裁
を
模
倣
し
た
幾
つ
か
の
審
物
の
う
ち
、
徐
銑
の
「
続
本
事
詩
」
は
孟
柴

の
理
念
に
最
も
近
い
も
の
と
ヰ
一
一
口
わ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
誌
を
収
録

す
る
だ
け
で
な
く
詩
に
ま
つ
わ
る
物
語
も
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

吋
続
本
事
詩
」
は
詩
人
加
に
明
初
か
ら
清
初
の
誌
を
収
録
す
る
詩
話
で
あ

る
。
徐
鋭
が
「
諭
レ
之
尊
前
一
泊
辺
」
と
言
う
よ
う
に
、
す
な
わ
ち
酒
宴
の

路
で
話
題
に
す
る
と
い
う
自
的
で
編
輯
さ
れ
て
い
る
。
宮
廷
闘
香
閤
・
青

楼
・
遊
仙
等
の
詩
が
編
集
さ
れ
て
お
り
、
艶
情
豊
か
な
本
で
あ
る
。
一

方
、
女
性
の
不
幸
な
運
命
が
詠
ま
れ
、
閣
の
興
亡
に
対
す
る
感
慨
が
窺
え

る
。
吋
幽
情
記
い
各
絡
の
中
、
半
分
以
上
は
女
性
向
け
の
雑
誌
に
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
女
性
と
関
わ
る
詩
と
逸
事
を
多
く
持
つ
「
続
本
事
詩
」
は
良

い
材
料
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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全
制
泌
総
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
日
本
一
所
蔵
中
文
古
籍
敵
機
庫
は
、
日
本
の

主
要
な
大
学
関
欝
館
・
公
共
図
欝
館
が
所
蔵
す
る
漢
籍
の
欝
誌
情
報
に
つ

い
て
、
「
経
・
史
・

子

・
集
」
の
凶
部
分
類
(
議
欝
部
を
加
え
て
五
部
分

類
)
に
基
づ
き
す
べ
て
網
羅
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
現
在
も
構
築
中

の
総
合
漢
籍
白
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。

吋
続
本
事
詩
」
の
日
本
に
お

け
る
受
容
を
考
え
る
際
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
、
そ
の
所
蔵
を
誠

査
し
た
。
清
刊
本
の
デ
l
夕
、
が
十
三
件
あ
り
、
中
に
は
昌
平
坂
学
問
所
本

が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
江
戸
時
代
に
官
学
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
流
通

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
筑
波
大
学
附
属一
図
欝
館
蔵
、
徐
鋭

「本
事
詩
』
十
二
巻
に
は
、

「
故
教
授
文
撃
陣
士
那
珂
通
世
遺
醤
」
「
那
珂
」
「
梼
楼
主
人
坐
右
闘
醤
」
「
那

珂
文
庫
」
の
印
記
が
あ
る
。
梧
楼
は
那
珂
通
商
(
一
八
二
七
!
一
八
七
九

年
)
の
号
で
あ
る
。
「
梧
楼
主
人
坐
右
箇
撤
回
」
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
徐

銑
の

{
続
本
事
詩
]
は
那
珂
通
世
(
一
八
五
一
la--

一
九
O
八
年
)
が
養
父

の
那
珂
通
高
か
ら
承
継
し
た
漢
籍
で
あ
る
。
徐
銑
の

「
続
本
事
詩
」

は、

学
者
に
愛
読
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

「続
本
事
詩
」
と
類
似
す
る
物
語
を
有
す
る

「幽
情
記
」
の
作
品
を
比

較
す
る
と
、
ま
ず
「
同
県
虞
」

が
「
続
本
事
詩
」
の
テ
キ
ス
ト
と
類
似
性
が

高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

原
田
氏
は
前
掲
「
中
国
文
学
と
幸
田
露
伴
(
こ
g
il
主
と
し
て

「幽

情
記
」
を
め
ぐ
っ
て
」
に
お
い
て
民
現
の
「
清
江
貝
先
生
詩
集
」
巻
二
の
「
真

真
由
」
を
使
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
内
容
か
ら
見
て
露
伴
の
「
異

国供
」
と
似
て
い
る
が
、
人
名
の
と
こ
ろ
に

「
幽
情
記
」
の

「
翼
翼
」
と
異

河
が
あ
る
の
で
あ
る
。
「
続
本
事
詩
」
で
は
貝
墳
の
「
真
真
由
」
が
収
録

さ
れ
て
お
り
、

『清
江
貝
先
生
詩
集
』
に
収
め
ら
れ
た
「
真
真
曲
」
と
語

句
の
レ
ベ
ル
で
異
同
が
あ
る
。
例
え
ば
、
人
名
に
つ
い
て
の
記
述
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

且
年
歯
相
官
れ
る
翰
林
の
嵐
官
捕
劇
(
一
に
臼
く
到
制
)
と
い
ふ
も
の

(
「
農
民
」
)

且
謂
翰
林
腐
官
到
樹
日

(
民
的
峨
「
清
江
貝
先
生
詩
集
」
真
真
曲
序
」
)

旦
謂
翰
林
嵐
官
到
州
内
按
一
高
季
迎
集
到
制
作
制
組
、
且
云
「
逮
後
至

鮫
官
。
同
館
之
士
、
多
賦
詩
者
。
」

(「続
本
事
詩
』
巻
二
前
集
、
貝
現
「
真
真
曲
」
)
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「
凶
器
供
」
に
は
撰
撲
の
夫
が
「
黄
逮
(
一
に
臼
く
王
杖
)
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
民
現
の

「清
江
良
先
生
詩
集
」
に
は
「
王
様
」
と
記
さ
れ
、
三
宮
興
」

の
記
述
と
遣
う
。
そ
れ
が
、
「
続
本
事
詩
』
巻
二
前
集
、
貝
唆
「
真
真
由
」

の
序
に
は
、
「
国
間
吹
田
県
」
に
お
け
る
名
前
と
同
じ
で
あ
る
。
原
田
氏
の
指
摘

し
た
員
墳
の
詩
集
よ
り
、
『
続
本
事
詩
』
の
ほ
う
が
「
員
異
」
に
近
似
し

て
お
り
、
典
拠
と
し
て
の
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、

「幽
情
記
」
第
五
篇
の
「
楼
船
断
嬬
」
も
「
続
本
事
詩
」
と
類

似
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
表
5
は
「
楼
船
断
橋
」
の
内
容
を
箇
条
書
さ
で

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
6
は
原
田
氏
の
指
摘
し
た
楊
維
禎
「
鉄
崖
先
生

古
楽
府
』
「
西
湖
竹
枝
歌
」
の
内
容
で
あ
り
、
表
7
は
「
続
本
事
詩
』
巻

一
前
集
、
楊
維
禎
「
酉
湖
竹
枝
歌
」
の
内
容
で
あ
る
。



(表
5
)

⑦ @ ① ④ ① ② ① 

楊維禎 張娘静、留消妙日ま' 
氏目李 楊

楊維禎
竹枝。コ

回湖竹枝歌

。〉
の の 女 。コ

紹介

和者五余人するト

枝竹諦 枝竹詞
の 紹介

蘇竹枝ム詞仁1 

(表
6
)

③ 

鎖
巌
先
生
古
楽
府
巻
之
十

門
人
富
春
呉
復
類
篇

西
湖
竹
校
歌
九
首

蘇
小
門
前
花
瀦
レ
株
、
蘇
公
堤
上
女
設
レ
壊
、
南
宮
北
使
須
レ
到
レ
此
、

江
南
西
湖
天
下
無
。

又鹿
頭
潮
船
唱
一
一
級
郎
一

、
船
頭
不
レ
宿
4

4

野
鴛
鶏
一
、
為
レ
部
歌
舞
為
レ
郎
死
、

不
レ
慎
二
真
珠
成
一
一
斗
量
↓
。

文家
俊

一城
西
新
婦
磯
一、
動
レ
君
不
レ
唱
一
績
金
衣
、
琵
琶
一
克
楚
斡
朋
木
、

弾
得
鴛
講
一
慮
飛
。

又勘
レ
郎
莫
レ
上
高
高
峯

e

、
動
レ
我
莫
レ
上
一
北
高
峯
、
高
高
峯
一
審
北
高

前
、
雲
雨
相
催
愁
-
7
殺
漉
一

文湖
口
楼
船
湖
日
陰
、
湖
中
断
橋
湖
水
深
、
楼
船
無
レ
柁
是
郎
慈
、
新
橋

有
レ
柱
是
健
心
。

又病
春
日
呂
可
一
一
如
何
一
、
起
向
二
西
窓
一
理
一
琵
琶
一
、
見
s

説
枯
槽
能
一
一
卜

命
二
柳
州
衡
口
問
↓
一
来
婆
一
。

又小
小
渡
船
如
4

一
蹴
瓜
二
船
中
少
婦
竹
校
歌
、
歌
盤
唱
入
一
一
空
侯
調
一
、

不
レ
遺
一

4

狂
夫
横
渡
v
一判。

又石
新
婦
下
水
連
レ
空
、
飛
来
峯
前
山
高
重
、
妾
死
甘
為
一
一
石
新
婦
一
、
望
レ

部
忽
似
二
飛
来
峯
一
。
石
新
婦
、
薬
王
綴
石
是
也
。

又望
レ
郎
一
朝
又
一
朝
、
信
レ
郎
信
倒
二
漸
江
瀬
一、
床
脚
播
鵡
有
レ
時
レ
端
、

皆
上
守
宮
無
日
館
。

(
楊
維
禎
「
鉄
崖
先
生
古
楽
府
」
)

(表
7

西
端
竹
枝
歌
一
作
小
臨
海
曲
一

鎖
崖
既
作
一一
西
湖
竹
枝
歌
¥
一
時
和
者
甚
衆
、
遂
有
二
醇
氏
女
蘇
護

竹
枝
之
唱
一
、
博
以
為
一
一
佳
話
一
云
、

蘇
小
門
前
花
満
レ
株
、
蘇
公
堤
上
女
嘗
レ
境
、
南
官
北
使
須
レ
到
レ
此
、

江
南
西
湖
天
下
無
。

鹿
頭
湖
船
唱
一
部
…
郎
、
船
頭
不
レ
描
-
一
野
鴛
議
二
為
レ
郎
歌
舞
為
レ
郎

死
、
不
レ
惜
一
一
一
真
珠
成
斗
量
一
。

家
住
-
一
城
西
新
婦
磯
一
、
動
レ
君
不
レ
崎
一
線
金
衣
-
、
琵
琶
源
是
韓
朋

木
、
抑
得
鴛
講
一
鹿
飛
。

勧
レ
郎
英
レ
上
南
高
崎
、
勧
レ
我
英
レ
上
一北
商
峰
+
、
高
高
峰
雲
北
高

雨
、
雲
雨
相
催
愁
↓
一
，
一
級
憐
↓
。

湖
口
楼
船
湖
日
陰
、
湖
中
麟
嬬
湖
水
深
、
機
船
無
レ
柁
建
郎
意
、
断
橋

① 
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有
い
柱
是
模
、
心
。

病
春
日
目
可
如
冊
、
起
向
一
同
窓

命
、
川
柳
川
川
熊
口
問
来
婆
4
0

小
小
渡
船
如
悦
一
一
瓜

μ

、
船
中
少
締
竹
枝
歌
、
歌
瞥
唱
入
笠
筏
湖
、
不
レ

遺
狂
夫
横
波
レ
河
。

石
新
婦
下
水
連
レ
空
、
飛
来
峰
前
山
持
活
一
、
妾
死
甘
為
石
新
婦
、
望
レ

郎
忽
川
以
司
飛
来
峰
。
石
新
胤
問
、
祭
主
総
石
遼
山
出
。

部
一
三
郎
一
朝
又
一
朝
、
信
レ
部
信
似
漸
江
湖
、
、
林
脚
播
亀
有
レ
時
レ

機
、
皆
上
守
宮
何
日
鎖
。

附
醇
氏
蘇
議
竹
桔
調
政
内
部
隣
氏
二
女
、
総
英
議
英
、
総
懇
能
し
詩
、
児
一
銭
脳
血

原
湖
竹
枝
調
、
笑
日
、
商
湖
有
竹
松
山
、
葉
県
削
例
制
…
乎
。
乃
仙
M
X娘
、

作

滋

譲
竹
枝
一
約
十
率
。
同
総
見
異
議
、
予
断
脳
二
詩
於
後
云
、
鈴
江
口
ハ
児
総
務
議
、

呉
部
今
繍
附
4

繍
附
態
様
。
文
采
風
流
知
し
有
レ
日
、
速
球
ム
口
蹴
盟
問
問
翠
銭
。
隊
レ
弟
雛
レ

兄
設
有
レ
名
、
災
災
総
「
小
し
議
磁
的
明
。
好
将
一
被
底
森
岡
肌
旬
、
議
作
成
引
等
絃
上
野

O

L

討
し
詮
名
矯
遼
濯
、
成
以
レ
為
寵
姫
談
女
復
山
山
也
。

姑
蘇
盤
上
月
麟
留
、
姑
蘇
番
下
水
海
溜
。
丹
薄
商
遁
有
レ
持
出
、
水

流
東
去
畿
時
選
。

館
娃
宮
中
嬢
鹿
潜
、
一
白
施
去
詑
五
湖
舟
一
。
香
魂
玉
骨
綿
一
何
鹿
¥

不
レ
及
一
貞
娘
葬
虎
郎
一
。

虎
郎
山
上
塔
騨
階
、
静
夜
分
明
見
梯
澄

e

。
約
レ
伴
焼
レ
香
寺
中
去
、

自
特
銀
釧
一
施
山
僧
一
。

門
治
東
呉
蕗
壁
船
一
、
鳥
時
月
落
水
如
レ
煙
。
寒
山
寺
裏
鐘
J

護
早
、
漁

火
江
間
側
協
客
統
一
。

潟
庭
金
柑
三
す
黄
、
笠
津
銀
魚
一
尺
長
。
東
南
佳
昧
人
知
少
、
主
食

無
レ
由
レ
進
一
一
上
方
-
。

荻
芽
抽
レ
智
棟
花
開
、
不
レ
見
一
、
河
豚
石
首
来
。
早
起
躍
嵐
満
城
市
一
、

部
従
海
口
販
レ
鮮
問
。

楊
柳
青
青
揚
榔
黄
、
青
黄
轡
レ
芭
過
一
年
光
-
。
妾
似
柳
付
制
-
易
怯
梓
一
、

郎
如
一
榔
紫
太
顛
狂
。

議
翠
墾
飛
不
レ
待
レ
呼
、
鴛
議
投
宿
幾
曾
孤
。
生
増
資
帯
構
頭
水
、
半

W
1
8
1
1

、

L
s品
十
日
出
国

E
、

r上
五

日

正

a
/
f
i
+
f
k
f
d
h
M

① 

① 

入
呉
江
半
太
湖
。

一
縞
蹴
密
線
如
し
堂
、
八
字
牙
硫
臼
似
レ
銀
。
斜
持

往
来
多
少
断
続
人
。

γ
日
尺
被
選
備
鶏
天
、
州
側
打
作
曲
山
埜
解
述
。
般
家
自
有

e

蘇
台
曲
、

一
小
ト
去
凶
湖
-
梢
ド
採
蓮
l
。

川似州鰍山胤竹
H

伐同州似、

'U
博
氏
女
外
、
有
土
女
山
間
妙
治
、
山
町
)
常
務
一
、
ω
仙
銭
山
明
、

普
i

鼓
レ
叫
す
、
工
幾
法

Q

緩
和
鍬
出
鹿
市
問
湖
竹
校
山
附
云
、
美
人
絶
似
童
矯
鋭
、
家
住

市
山
第
一
橋
。
不
常
総
人
逃
淑
去
、
月
明
夜
夜
自
吹
籍
。
図
的
柿
レ
詩
寄
レ
降
、
州
側
答
レ
之

云
、
紅
牙
悦
北
村
市
紫
州
知
選
、
一
議
水
初
撤
去
幣
抱
。
潟
4

a

得
際
議
萱
草
帖
一
、
西
湖
紙
倣
可
レ

能
し
高
。
玉
僚
協
側
、
其
家
税
名
也
。
又
有
士
女
張
妙
湾
、
字
慈
述
、
亦
銭
嫡
人
、
菩

詩
箪
ヰ
同
伴
・、
思
春
以
/
峻
一
、
亦
邸
ハ
レ
鍬
度
一
郎
泊
初
刊
。
其
竹
枝
詞
一
五
、
憶
ド
抱
一
明
珠
一
山
県
レ

妾
時
人
妥
起
統
レ
一
蹴
郊
澄
レ
府
。
郎
今
何
躍
妾
濁
夜
、
伯
レ
見
花
開
唆
蝶
飛
。

(
吋
続
本
事
詩
い
巻
一
前
集
、
楊
維
禎
「
西
湖
竹
枝
歌
」
)

米
側
け
強
レ
首
立
、

① 
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原
田
氏
は
前
掲
「
中
国
文
学
と
幸
田
露
伴
(
こ

i
i主
と
し
て
お
肉

情
記
」
を
め
ぐ
っ
て
」
に
お
い
て
、
「
楼
船
断
橋
」
中
に
引
い
て
い
る
竹

枝
歌
(
表
5
の
③
)
は
、
楊
維
禎
「
鉄
崖
先
生
古
楽
府
」
巻
十
に
あ
る
「
西

湖
竹
枝
歌
九
首
」
(
表
6
)
の
う
ち
の
第
四
首
、
第
五
首
及
び
第
八
首
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
語
句
レ
ベ
ル
の
相
違
は
な
い
が
、
露
伴
が
他
に
引

用
し
た
詩
(
表
5
の
③
①
③
)
の
典
拠
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

一
方
吋
続
本
事
詩
」
巻
一
前
集
、
掲
維
禎
「
西
潟
竹
枝
歌
」
(
表
7
)
に

は
、
表
5
の
③
j
①
の
詩
を
収
め
て
お
り
、
し
か
も
同
じ
順
番
と
な
っ
て

い
る
。
「
続
本
事
詩
』
「
西
湖
竹
枝
歌
」
と
「
楼
船
断
橋
」
と
類
似
性
が
高

く
、
露
伴
が
古
川
本
事
詩
」
に
拠
っ
て
「
楼
船
断
構
」
を
書
い
た
可
能
性

は
あ
る
の
で
あ
る
。

以
上
「
諸
問
国
際
」
「
楼
船
断
橋
」
は
「
続
本
事
詩
」
に
拠
っ
た
こ
と
を
検



証
し
た
。
そ
れ
以
外
の
七
作
も
内
容
に
お
い
て
『
続
本
事
詩
」
と
類
似
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
語
句
レ
ベ
ル
で
は
「
桃
花
一
扇
」
「
狂
濡
艶
魂
」
の
詩

誌
に
相
違
が
あ
り
、
引
用
は
他
の
テ
キ
ス
ト
に
拠
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

露
伴
は
「
続
本
事
詩
』
よ
り
物
語
を
得
て
、
「
同
県
撰
」
「
楼
船
断
橋
」
の
よ

う
に
直
接
引
用
も
し
た
が
、
さ
ら
に
他
の
資
料
を
求
め
る
場
合
も
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
続
本
事
詩
」
は
露
伴
が
「
出
情
記
」
を
創
作

す
る
際
の
種
本
で
あ
っ
た
事
は
先
ず
間
違
い
あ
る
ま
い
。

五
、
ま
と
め

と
「
続
本
事
詩
』
は
と
も
に
「
幽
情
記
」
の
創
作
時
期
ま
で

白
本
に
受
容
さ
れ
て
お
り
、
吋
情
史
』
は
筆
記
小
説
集
で
あ
り
、
『
続
本
事

詩
い
は
詩
話
で
あ
り
、
何
れ
も
詩
の
あ
る
物
語
で
あ
る
。
内
容
に
関
し
て
、

「
情
史
」
で
は
男
女
の
情
事
、
「
続
本
事
詩
』
で
は
女
性
を
詠
む
詩
と
物

語
が
主
と
し
て
収
録
さ
れ
て
お
り
、
「
幽
情
記
」
に
と
っ
て
好
都
合
の
材

料
で
あ
る
。

ま
た
「
幽
夢
」
「
岡
県
同
県
」
「
楼
船
断
橋
」
を
見
た
通
り
、
吋
情
史
』
ま
た

は
「
続
本
事
詩
」
の
関
係
す
る
部
分
は
内
容
及
び
語
句
の
面
に
お
い
て
酷

似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
典
拠
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に

他
の
作
品
は
「
情
史
」
「
続
本
事
詩
」
の
ど
ち
ら
か
に
共
通
す
る
話
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
情
史
」
と
吋
続
本
事
詩
〕
は
い
わ
ゆ
る
「
山
間

情
記
い
の
積
本
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

今
後
作
品
に
郎
し
て
分
析
を
行
い
、
露
伴
の
方
法
に
つ
い
て
考
察
し
、

そ
の
上
で
「
幽
情
記
」
の
全
体
を
捉
え
た
い
。
大
正
期
に
お
い
て
文
壇
復

帰
の
第
一
弾
と
さ
れ
る
「
幽
情
記
」
を
究
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の

時
期
の
露
伴
の
文
学
観
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

註
(1)
「
新
刊
紹
介
幽
情
記
(
幸
田
鶴
伴
著
)
」
(
「
太
陽
」
大
8
・5
)
、
「
新
刊
紹
介
」
(
「
読

売
新
聞
」
大
H
・
6
・
お
)

(2)
柳
田
泉
主
千
回
箆
伴
」
中
央
公
論
社
、
昭
口
・

2

(
3
)
篠
田
一
士
「
幸
田
露
伴
の
た
め
に

I
」
(
「
文
学
」
鈍
巻
5
号
、
昭
川
町
・

5
)

(
4
)
瀬
盟
広
明
「
露
伴
に
お
け
る
愛
に
つ
い
て
」
(
掲
載
誌
不
詳
、
昭
位
・
口
、
後
「
文

明
批
評
家
と
し
て
の
露
伴
」
に
収
録
、
未
来
社
、
昭
判
・

9
)

(5)
登
尾
豊
辺
儲
情
記
」
の
周
辺

i
i露
伴
の
明
治
か
ら
大
正
へ

ill」
(
「
圏
語
と

日
出
文
学
」
臼
巻
5
号
、
昭
訂
・

5
)

(
6
)
原
田
親
貞
「
中
国
文
学
と
幸
田
露
伴
(
こ

i
l主
と
し
て
「
幽
情
記
」
を
め
ぐ
っ

て
」
(
「
学
苑
」
開
巻
、
昭
訂
・

1
)
、
「
中
毘
文
学
と
幸
田
露
伴
(
二
)
t
6
6
6
1
8
0
i
s

主
と

し
て
「
幽
情
記
」
を
め
ぐ
っ
て
」
(
「
学
苑
」
叩
巻
、
昭
日
・

1
)

(7)
井
波
律
子
「
露
伴
の
中
国
小
説
|
|
「
幽
情
記
」
と
「
運
命
」
に
つ
い
て
」
(
「
文

晶子」

6
巻
l
号
、
平
口
・

1
)

(8)
吋
中
国
学
芸
大
事
典
」
(
大
修
館
警
西
、
昭
臼

-
M
)
で
は
詩
を
評
論
し
た
り
、

ま
た
詩
人
の
逸
話
故
実
な
ど
を
記
し
た
審
物
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

(
9
)
前
掲
註
8
の
「
中
国
学
芸
大
事
政
ハ
」
で
は
、
六
朝
ご
ろ
流
行
し
た
志
慢
の
流
れ

を
く
ん
で
神
経
的
な
こ
と
を
雑
錯
し
た
も
の
を
い
い
、
文
語
体
の
短
編
小
説
を

い
う
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

(
日
)
徳
田
武
「
西
鶴
と
十
七
世
紀
中
国
文
学
1
1
4
西
鶴
諸
国
ぱ
な
し
』
と
「
情
史
』

l
i」
(
吋
西
鶴
新
展
望
」
勉
誠
社
、
一
平
5
・8
)

(
日
)
務
藤
希
史
「
漢
文
脈
と
近
代
日
本

i
iも
う
一
つ
の
こ
と
ば
の
世
界
』
呂
本
放

送
出
版
協
会
、
平
山
・

2

(
ロ
)
林
淑
丹
「
森
鴎
外
と
明
清
小
説
|
1
4
舞
姫
」
ウ
っ
た
か
た
の
記
い
吋
雁
い
を
中
心

に
」
(
「
国
際
日
本
文
学
研
究
会
会
議
鈴
」
お
巻
、
平
日
・

3
)

(
日
)
初
出
「
淑
女
画
報
」
大
4
・

8
、
原
題
一
「
美
人
と
詩
人
(
古
今
婦
人
大
観
其
一
)
」

(
日
)
鴻
夢
龍
「
情
史
類
略
い
二
十
四
巻
(
国
立
政
治
大
学
古
典
小
説
研
究
中
心
吋
明
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消
警
本
小
説
議
刊
』
第
二
輯
短
絹
文
醤
小
説
合
己
筆
記
、
一
大
一
出
版
社
、
昭

的・

7
)
「
清
史
同
の
刊
本
を
綿
査
し
た
結
果
、
刊
本
に
よ
る
語
句
の
速
い
は
殆

ど
兇
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
締
腿
に
コ
ピ
ー
で
き
る
右
記
の
本
を
挙
げ
る
。

(
日
)
李
学
総
「
出
版
説
明
」
(
「
本
事
詩
繍
本
事
務
十
本
事
詞
』
上
海
古
籍
出
版
社
、

平

3
・
4
)

中
国
語
の
本
文
を
筆
者
が
翻
訳
し
て
ま
と
め
た
の
で
あ
る
。
本
文
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。
本
文
を
参
照
し
時
代
、
人
名
を
直
線
で
、
議
名
を
波
綿
で
一
市
す
。

割
捌
之
後
、
紀
事
詩
話
路
起
。
盟
問
堀
端
到
曾
撰
鰍
制
割
削
州
、
情
己
批
仏
両

不
博
。
掛
端
組
鰍
制
謝
料
、
能
存
十
五
時
其
中
七
俊
明
引
北
宋
人
事
。

機
今
人
制
封
蝋
考
鐙
、
制
綱
川
淵
誠
側
斜
剥
制
五
巻
、
戦
闘
掛
調
樹
新
劇
制
州

側
附
剛
警
二
十
二
、
則
制
判
官
為
刻
人
、
警
名
亦
濫
作
「
網
闘
訓
剖
制
」
。
以
醒

存
過
少
、
姑
控
不
説
。
樹
制
剖
叫
州
制
制
縦
割
、
己
側
重
於
存
人
録
詩
。
腐

馴
糊
刻
制
組
新
成
於
淵
代
、
轡
秩
浩
繁
、
更
具
有
詩
歌
穂
集
的
規
模
、
輿
「
紀

也
事
」
相
去
日
選
。
今
存
真
正
捕
継
承
説
矧
「
以
詩
繋
事
」
的
、
嘗
推
端
初
制

倒
的
鰍
制
劇
制
。

(
日
)
初
出
一
「
湘
女
画
報
」
、
大
6
・1
、
原
題
「
史
鵠
群
玉
崎
」

(
口
)
初
出
.
「
新
修
養
」
、
大
4
・
日
、
原
題
「
竹
校
韻
話
」

(
日
)
鴎
維
禎
『
鉄
巌
先
生
古
楽
府
」
(
『
西
部
議
刊
同
第
湖
、
上
海
高
務
印
欝
館
、
出

版
年
不
明
)

(
川
口
)
徐
銚
刊
本
事
詩
」
十
二
巻
、
鴻
刊
本
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(
本
論
文
に
お
け
る
「
幽
情
記
」
諾
編
か
ら
の
引
用
は
幸
田
露
伴
の
「
幽
情
記
」
(
大
倉

議
活
、
大
8
・3
)
に
よ
る
。
)

オ
ウ

セ
イ
ケ
ツ
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程

人
文
社
会
科
学
科
研
究
科
目
本
文
学
)
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